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富山地方気象台

令和8年度安全運転管理者等法定講習
令和8年8月3日

異常気象時等の安全運転の確保



どのような自然災害があるのか？

大雨
・車の浸水

雷・ひょう
・車のスリップ

大雪・風雪
・車のスタック
・視界不良

地震
・道路の損傷

津波
・流出や転覆
・渋滞

強風・暴風
・車の横転
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高潮
・車の浸水

濃霧
・視界不良



土砂災害

写真：国土交通省HP

土石流

がけ崩れ

地すべり 内水氾濫

外水氾濫など

浸水害

洪水害

大雨

大雨による災害の種類

雨の降り方や降る場所によってもたらされる災害が異なる
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大雨による災害

令和7年10月7日 新潟県「道路冠水について」資料より

令和元年11月27日 国土交通省「水深が床面を超えたら、もう危険！
－ 自動車が冠水した道路を走行する場合に発生する不具合について －」
資料より
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大雨や竜巻など激しい突風をもたらす雲（積乱雲）

出典：気象庁ビデオ「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」

・積乱雲の中には最大で600万トンの水

（600万トンの水 ≒ 25mプール（幅16m、深さ1.5m）約1万杯分と同じ量）
・積乱雲の中には、氷の粒がたくさんあり、ひょうやあられで降ってくる
・積乱雲の中には、雷がたくさん発生している。
・竜巻・ダウンバーストによる激しい突風がおこることがある

大雨
・車の浸水

雷・ひょう
・車のスリップ

竜巻などの
激しい突風
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積乱雲が近づいてきた時の予兆

●真っ黒い雲が近づいてきた ●雷の音が聞こえてきた ●急に冷たい風が吹いてきた
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冷気

大雨災害をもたらす現象 線状降水帯
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Ｌ

Ｈ

Ｌ

Ｌ
Ｈ

ＴＤ

オホーツク海高気圧

太平洋高気圧

下層暖湿流
②前線が同じ場所に停滞

①オホーツク海と太平洋に
高気圧

東シナ海方面に
熱帯低気圧（台風）

太平洋高気圧がやや西よりに張
り出す。

大雨となりやすい気圧配置
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線状降水帯による大雨（令和6年9月 奥能登豪雨）

令和6年9月21日9時

令和6年9月21日9時

被害写真：石川県HP「令和6年能登半島地震アーカイブ」より 9



雨量規制区間（事前通行規制区間）について

10富山河川国道事務所資料より引用



岐阜県の山岳から吹き降りるフェーン現象に加え、峡谷を吹き抜ける
「だし風」の影響を受け、神通川や庄川沿いを中心として南よりの強風が
吹くことがあります。
この風は最大で20メートル以上の暴風となることがあります。

南よりの局地風

標高データはUSGSのGTOPO30を利用

富山では、神通川
や庄川沿いで吹く
局地的強風が特徴

富山県での強風（暴風）



強風（暴風）による災害

2022年3月26日15時の地上天気図

県内の広範囲で暴風となり、死傷者や建物被害、
交通機関に乱れが生じる等の被害が発生した。ま
た、フェーン現象による乾燥による住宅火災も発生
した。

トラックの横転

住宅火災

2022年3月26日の暴風被害の様子
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強風（暴風）による影響

高架道路や橋などでは、強風の影響を受けやすく、横風で
ハンドルが取られる危険があります。
特に大型車は注意が必要。
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山雪型 里雪型

強い季節風
弱い季節風

北西の季節風が強く吹き、山間部に
大雪を降らせる。

縦じま
強風場

強風

日本海上空に強い寒気が入るため、
大気の状態が不安定となり、平野部
でも大雪となる。

袋状
弱風場

弱風

見分けるポイント

大雪災害
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・日本海西部から北陸西部に日本海寒帯気団収束帯（JPCZ）が
のび、そこで帯状に雪雲が発達

JPCZ（Japan sea Polar air mass Convergence Zone）

日本海寒帯気団収束帯（JPCZ）
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大雪による車両滞留

令和7年12月4日 福井河川国道事務所「北陸道（福井圏域）に関わる
広域的な雪害対応について～５Ｓで雪害対策を強化～」資料より

令和4年12月21日 国土交通省「大雪に対する国土交通省
緊急発表」資料より
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山間部を通行するときは、山肌に注意してください。

・雪がしっかりと積もった日
・積雪後の急な気温上昇
・積雪後の長時間の晴れの日

雪による被害（なだれ）
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（参考）これらを見たら、なだれに注意！

写真提供：新潟県 18



（参考）これらを見たら、なだれに注意！

写真提供：新潟県 19



〇自動車の運転中に、大雨、大雪などの天候の時に
どのような行動をすればよいかを考えてみましょう。

異常気象時の運転
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暑さ指数(WBGT)が33以上になることが予想される場合に、環境省と気象庁が共同で
「熱中症警戒アラート」を発表し、熱中症への注意を呼びかけます。（前日夕方と当日朝）

環境省HPより

『熱中症予防情報サイト（環境省） https://www.wbgt.env.go.jp/

※暑さ指数
（ＷＢＧＴ：Wet Bulb Globe 
Temperature）は気温、湿度、日射量など
から推定する熱中症予防の指数です。予測値
については、小数点以下を四捨五入した値で
す。

※熱中症特別警戒アラート
都道府県内において、全ての暑さ指数情報提
供地点における、翌日の日最高暑さ指数
（WBGT）が35（予測値）に達する場合等
に発表

（参考）熱中症警戒アラート、熱中症特別警戒アラート（暑さ指数）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Japan  Meteorological  Agency

富山地方気象台

気象災害を未然に防ぐには



段階的に発表される防災気象情報

3時間前3日前5日前 12時間前

警戒レベル相当情報
・その他の注意報・警報・特別警報

気象解説情報

【新設】時系列情報
（明日までの警報等の見通し）

キキクル

気象防災速報

早期注意情報（警報級の可能性）

2日前

警戒レベル相当情報とあわせて、段階的に発表される様々な防災気象情
報を防災対応の判断に活用することが重要

×
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早期注意情報（レベル1）

レベル1（災害への心構えを高める）は、5日先までに警報級の現象が
発生する可能性を示す「早期注意情報」（大雨・土砂災害・高潮）で
高または中が出ている場合が該当します。

［高］：警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況です。

［中］：［高］ほど可能性は高くありませんが、警報級の現象となりうることを表しています。
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時系列情報（明日までの警報等の見通し）

★気象の見通しを 市町村単位(＋山地等の分割地域)で提供する予測情報
〇対象要素

時系列情報の対象とする全要素（警報・注意報の発表に関わらない ）
大雨、土砂災害、高潮、風、波、大雪、雷、融雪、濃霧、着氷、着雪
※乾燥、なだれ、低温、霜については日毎の見通しを提示

〇時間細分
翌日までの３時間毎、一部要素日毎

〇発表時間
毎日４回定期更新（05時､11時､17時､23時）、常時表示
※状況が大きく変化したときは臨時に修正情報を発表

注意報基準を超えると予想される時間帯

災害切迫

危険

警戒

注意

特別警報基準を超えると予想される時間帯

危険警報基準を超えると予想される時間帯

警報基準を超えると予想される時間帯
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災害が発生するおそれのあるときに、注意を呼びかけて行う予報。注意報

重大な災害が発生するおそれのあるときに、警戒を呼びかけて行う予報。警報

⇒ 現象が予想される 数時間前 に発表

※予想が難しい場合を除く

気象情報 注意報・警報等

危険警報
重大な災害が発生するおそれが大きい危険な状況である旨を、警告して行う

予報。

特別警報
予想される現象が特に異常であるため重大な災害の起こるおそれが著し

く大きい旨を、警告して行う予報。
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防災気象情報（令和8年５月29日から運用開始）

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

（警戒レベルごとの）
住民が

とるべき行動

警戒レベル

５相当
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報
レベル５

高潮特別警報
命の危険 直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

警戒レベル

４相当
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報
レベル４

高潮危険警報
危険な場所から全員避難

警戒レベル

３相当
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

警戒レベル

２
レベル２

氾濫注意報
レベル２

大雨注意報
レベル２

土砂災害注意報
レベル２

高潮注意報
避難行動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル

１
早期注意情報 災害への心構えを高める

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表します。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設します。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表します。（例：レベル４大雨危険警報 等）
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（参考）大雨・雷・竜巻などの突風の確認

気象庁HP「雨雲の動き」で強い雨雲がどこにあるのか、いつ頃すぎるのかが確認できます。

「雨雲の動き」 「雷活動度」 「竜巻発生確度」
雨の降る場所や強さを表します。 雷の激しさを活動度で表します。 激しい突風が発生する可能性の高

さを発生確度で表します。
28



 大雨や土砂災害に関する情報が発表された際に、危険度が高まっている地域を確認することができます。
 大雨に関する情報が対象としている河川の氾濫の危険度（洪水キキクル）や短時間強雨による浸水
害の危険度（浸水キキクル）を重ねて大雨キキクルとして表示します。

 洪水キキクルと浸水キキクルについて切替え表示で、洪水災害・浸水害それぞれの危険度の確認が可
能です。

大雨キキクル（イメージ） 土砂キキクル（イメージ）

浸水キキクル洪水キキクル

【新規】大雨キキクル

浸水キキクルと洪水キキクル
を重ね合せた危険度

ボタンにより大雨キキクル、
浸水キキクル、洪水キキ
クルを切替え表示

ボタンにより大雨キキクル、
浸水キキクル、洪水キキ
クルを切替え表示

キキクル
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（参考）「今後の雪」

アメダス（12時間降雪量） 今後の雪（12時間降雪量）

冬の外出前には交通情報と共に気象庁ホームページ「今後の雪」を見て頂くと、

目的地までの経路が大雪になっていないか、この先大雪の恐れがないかなどを確認いただけるほか、除雪判
断など交通障害の備えにもご活用いただけます。

306時間先の予想まで見ることができます

https://blogger.googleusercontent.com/img/b/R29vZ2xl/AVvXsEhfj_YFOvpmI-6AN-AU4VTC9kZG8i1rjaAtGTjbGgIvHOskKiJIeqRzsAucWlr6dLecc39zFMAzoZ_CbioJcLXtY0s2lReMz5s3xayxz9NPdIDJTAiiNcJfQC0DVguaNZqc83qs_Oedkn1_/s800/car_man06_shock.png
https://blogger.googleusercontent.com/img/b/R29vZ2xl/AVvXsEhfj_YFOvpmI-6AN-AU4VTC9kZG8i1rjaAtGTjbGgIvHOskKiJIeqRzsAucWlr6dLecc39zFMAzoZ_CbioJcLXtY0s2lReMz5s3xayxz9NPdIDJTAiiNcJfQC0DVguaNZqc83qs_Oedkn1_/s800/car_man06_shock.png
https://blogger.googleusercontent.com/img/b/R29vZ2xl/AVvXsEjRBolb-Ywn9ynaUEpqC-bjuCoe5VzPYDnxM8p7CjapOcjf-zW4LTfYhRyoQWy2m5MYBepy-tCCIouZsAwL3qHaNH4umD6I21WHVcAkRkazh-bb-MUIuf7rSCyIuv0wc0GSqjQ-xMSx5dwz/s800/car_man01_smile.png
https://blogger.googleusercontent.com/img/b/R29vZ2xl/AVvXsEjRBolb-Ywn9ynaUEpqC-bjuCoe5VzPYDnxM8p7CjapOcjf-zW4LTfYhRyoQWy2m5MYBepy-tCCIouZsAwL3qHaNH4umD6I21WHVcAkRkazh-bb-MUIuf7rSCyIuv0wc0GSqjQ-xMSx5dwz/s800/car_man01_smile.png


関係機関と共同での記者会見

大雪により大規模な交通障害がおこ
るおそれがあるときには、関係機関
が共同で注意・警戒を呼び掛ける会
見を実施します。

31



（参考）雪道危険個所（富山河川国道事務所）

出典：北陸地方整備局「大雪が予想される時は不要・普及の外出を控えよう」 32



チェーン装着区間
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運転前には天気予報を確認しましょう

天気予報は、テレビ、ラジオ、新聞、
インターネットなどで確認することがで
きます。
運転前には行先までの気象状況を
確認することが重要です。
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地震発生時の安全運転確保



地震発生前

地震とは

力が加わって、地面や地下の岩石（岩盤）
がずれ動く現象。

地震発生後

力 力
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日本付近のプレートの模式図

日本周辺のプレート
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富山県周辺の断層帯

【出展】地震調査研究推進本部HPより 38



地震波にはP波とS波があり、P波の方がS波より速く伝わる
性質があります。
強い揺れにより被害をもたらすのは、主に後から伝わってくる
S波です。

Ｐ波

Ｓ波

秒速約７ｋｍ 初めに感じる小刻みな揺れ

秒速約４ｋｍ Ｐ波の後から来る大きく激しい揺れ

地震波



１点観測

２点観測

緊急地震速報発表

地震計
地震計

Ｐ波
Ｓ波

地震発生

カタカタカタ・・・・・・・・・グラグラッ!!

緊急地震速報だ！
強い揺れが来るぞ！
安全な場所に逃げろ！ アニメ動画

気象庁緊急地震速報のしくみ（イメージ動画）



運転中に緊急地震速報を聞いたとき

・ あわててスピードを落とさないでください。
・ ハザードランプを点灯し、まわりの車に注意を促してください。
・ 急ブレーキはかけず、緩やかに速度をおとしてください。

41



・急ハンドル、急ブレーキを避けるなど、できるだけ安全な方法により道路の左側に停止
させます。

・停止後は、カーラジオ等により地震情報や交通情報を聞き、その情報や周囲の状況
に応じて行動しましょう。

・引き続き車を運転するときは、道路の損壊、信号機の作動停止、道路上の障害物など
に十分注意しましょう。

・車を置いて避難するときは、できるだけ道路外の場所に移動しましょう。やむを得ず道路
上に置いて避難するときは、道路の左側に寄せて駐車し、エンジンを止め、エンジン
キーは付けたままとするか、運転席などの車内のわかりやすい場所に置いておき、窓を閉め、
ドアはロックしなこと。

・駐車するときは、避難する人の通行や災害応急対策の実施の妨げとなるような場所には

駐車しないこと。

※警察庁HPより

運転中に大きな揺れを感じたとき

※写真は石川HP
より 42



地震で津波が発生するしくみ

①地震が発生し、海底が動く
②上にある海水が同じ形で動く＝津波の発生
③周囲に伝わって行く

②
①

③

④⑤
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津波はとても速いので、津波を見てから
逃げたのでは間に合いません。

津波の速さ
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津波の威力
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予想される津波の高さ とるべき措置

数値での発表
巨大地震の
場合の表現

大津波警報

１０ｍ超
（10 m < h）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、た
だちに高台や避難ビルなど安全
な場所へ避難してください。

津波は繰り返し襲ってきます。津
波警報が解除されるまで安全な
場所から離れないでください。
ここなら安心と思わず、より高い
場所を目指して避難しましょう。

１０ｍ
（5 m < h ≤ 10 m）

５ｍ
（3 m < h ≤ 5 m）

津波警報
３ｍ

（1 m < h ≤ 3 m）
高い

津波注意報
１ｍ

（0.2 m ≤ h ≤ 1.0 
m）

ー

海の中にいる人はただちに海か
ら上がって、海岸から離れてくだ
さい。

潮の流れが速い状態が続きます
ので、津波注意報が解除される
まで海に入ったり海岸に近づいた
りしないでください。

津波警報・注意報の種類

※津波は沿岸の地形等の影響により、局所的に予想より高くなる場合があります
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運転中に津波警報が発表されたとき

・ いち早く海岸から離れ、可能な限り高い場所へ避難しましょう。

・ 津波から避難するためやむを得ない場合を除き、避難のために車を使用
しないようにしましょう。

・ 津波から避難するためやむを得ず車を使用するときは、道路の損壊、信号
機の作動停止、道路上の障害物などに十分注意しながら運転しましょう。

※警察庁HPより
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地震発生津波警報

震度速報（震度３以上の地震）
震度３以上を観測した地域名など

地震情報（震度３以上の地震）
震源とマグニチュードなど

津波情報
(津波を観測した場合に
時刻や高さを発表)

緊急地震速報

地震情報（震度１以上の地震）
震度１以上の観測点名等

津波情報
(主な地点の満潮時刻
と到達予想時刻)

津波情報
(津波の到達予想時刻と
予想される津波の高さ)

地震情報（震度３以上の地震）
震度３以上の市町村名等

気象庁の発表する地震や津波に関する情報
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おわり

災害はある時とき、突然発生し長期にかけて生活に

影響を及ぼすことがあります。

その時、慌てないためにも防災の知識を得たり備えを

しておくことが大切です。

本日は、ご清聴ありがとうございました。
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